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多 文 化 時 代 の世 界 史 教 育
一 地域から見た世界史カリキュラムの開発 －
World History Education ｉｎ the Multicultural Era :
Development of World History Curriculum from Ａ Regional Point of View
１。はじめに一世界史教育の今日的課題－
（1） 日本社会の多文化化
現在の教育現場が直面している問題群の中に
多文化化の問題かおる。地域によってその表出
状況は様々であるが，児童・生徒集団が国籍・
民族の点て多様化し，地域社会も多文化化しつ
つある。例えば2000 年度に大阪市立の小学校
に在籍している外国籍児童は4322 人（25 ヶ国），
中学校で2407 人（13 ヶ国），高等学校で587 人
（6 ヶ国）である几 筆者自身も，一つの教室に
中国籍生徒とベトナム籍生徒，アフガエスタン
籍生徒，そして朝鮮半島籍の３世が在籍する中
で 匚世界史」を教えた経験かおる。全国的にこ
のような状況が進行している。
（2） 世界史教育の現状と可能性
多文化社会で重要となるのは相互の差異性を
お互いに承認し，受容することであろう。「同
じ人間」だから共生するのではなく，そこに微
妙な差異（いわゆる準拠枠のずれ）を承認した
上で共生することが必要である。そのためには，
差異の「由って来った理由」を理解することが
重要となる。本来「世界史」では，これらの差
異が表出されるはずである。　しかし， 現行の
「世界史」 は， 日本人の生徒のみが教室にいる
ことを前提に一元的な視点で歴史を捉えている。
このため歴史に対する多様な視点の存在に生徒
が気付くことにつなかっていない。一方，生徒
の身近では多文化状況が急速に進行しており，
教室の授業とその日常が乖離してしまっている。
近年，国民国家にまつわる議論2）が盛んである
が，教育の現場では，大上段に振りかざした議
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論よりも国民国家間で微妙に生じる差異の存在
を丁寧に浮上させることが重要ではないか。む
しろ，生徒の日常に生じている多文化状況を好
機と捉え，歴史に対する視点の違いを授業化す
ることで，歴史の持つ多元性を理解し，それぞ
れ違う視点を持った者同士で地域を構成し，共
生することが現代社会では求められていると生
徒自らが気付くことが重要と考える。同じ 厂大
航海時代」でも日本列島から見る 匚大航海時代」
とブラジルの人々に見えている「‾大航海時代」
には，微妙な差異が存在する。その差異を浮か
び上がらせることに世界史教育の新たな可能性
があるのではないか。
一方，生徒を取り巻く多文化状況は，それぞ
れの地域3）ごとに様々である。この多文化化し
た地域を理解するには，地域ごとの 匚世界史」
の在り方が考えられる。この場合の 厂世界史」
では，歴史に対する視点の違いが表出したもの
が求められる。差異を差異として受容し，相互
に承認することが求められているからである。
この生徒の住む地域を起点とする 匚世界史」
によって生徒との距離を縮めることにこそ，現
代の「世界史」の可能性かおる。これが本研究
の基本的なねらいである。以下，多文化時代の
世界史教育を大阪を具体的な例として，論じて
ゆく。
２ 「大阪から見た世界史」カリキュラム
圉　カリキュラムを構成するにあたって
生徒の生活する地域を起点とすることは，そ
れぞれの地域の現代社会に起点を置くことであ
る。多文化時代の世界史教育では，多文化化し
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ている現代社会を構成する人々の歴史的視点の
差異を理解することが重要であり，差異の存在
を想定し他者を承認する姿勢が共生社会では求
められる。一方，共生が求められながらも現実
社会で進行している差異化は，人類社会が共通
に持つ「準拠枠」の存在を見えにくくしている。
いわば種としてのヒトが共有する「‾準拠枠」で
ある。 差異に焦点を当てる一方で，共有する
匚準拠枠」の表象も今後の世界史教育では重要
である。その上で差異化してきた過程や源泉を
理解し，差異を持ちながら（乃至は，差異に支
配被支配の関係を付加することで）人類社会の
一体化が進行してきたことを理解する必要があ
る。これらのことを理解するためには，差異化
か具体的に表面化している現代社会に起点を置
き，差異を歴史的視点の違いとして浮かび上が
らせる世界史教育が有効と考える。この世界史
教育の新しい可能性を具体的に追求したのが以
下に示したカリキュラムである。主要な問いを
加えて提示する。
Ｉ章，人類の特徴
（１）霊長類の進化と人類
ａ，霊長類とは何か
ｂ，我々はなぜ集団をつくるのか
Ｈ章，「‾世界史」 の枠組み
（１）「世界史」 の大きな流れ
a, 16 世紀以前の世界の姿の特徴とは何か
ｂ，ヨーロッパ文化圏の源流にあるものは何か
ｃ， アジア文化圏の源流にあるものは何か
ｄ，イスラム文化圏の源流にあるものは何か
Ⅲ章，近現代史と現代社会
（１）世界の一体化の始まり
ａ，いつ頃，何によって世界は一体化し始めたのか
ｂ，「胡椒」はどのように世界を結びつけたのか
ｃ，「銀」 はどのように世界を結びつけたのか
ｄ，「茶」と「砂糖」はどのように世界を結びつけたのか
（２）第３世界へのまなざし
ａ，黒人霊歌はなぜ生まれたのか
ｂ，三角貿易の中間航路で何か運ばれたのか
ｃ，白人たちは黒人たちをどのように見ていたのか
(3)  19 世紀後半から二つの世界大戦へ
ａ，何か第一次世界大戦を引き起こしたのか
b, 19 世紀後半から20 世紀前半の日本はどのように動
いたのか
ｃ，何か第二次世界大戦を引き起こしたのか
IＶ章，日本の多文化状況（大阪の特徴）
☆グループ学習への展開・説明含
（１）戦後の日本と多文化状況
ａ，どのような世界情勢の中で戦後日本は独立したのか
ｂ，戦後世界はどのような対立を繰り返してきたのか
ｃ，戦後の世界の特徴とは何か（食料からみた一体化）
（２）現代大阪の多文化状況
ａ，大阪に現れている世界の一体化 の現実とはどのよ
うなものか
ｂ，自分たちでこれらの異文化を調べるには， どうす
ればいいのか
Ｖ章，大阪に住む人々
オールドカマーの存在
（１）朝鮮半島の人々
ａ， なぜ，大阪・猪飼野が成立したのか（生徒の調査
中心）
ｂ，韓国の人々には，文禄・慶長の役はどのように見
えているのか。
（２）台湾・中国の人々
ａ，台湾と中国は何か違うのか。（生徒の調査中心）
ｂ，中国の人々には，台湾はどのように見えているのかｏ
ｃ，台湾 の人々には，中国との歴史的関係はどのよう
に見えているのか。
ニューカマーの存在
（３）東南アジアの人々（ベトナム・フィリピ ン・夕
イ）
ａ， ベトナムの人々にとってベトナム戦争 とは，どの
ようなものか。（生徒の調査中心）
ｂ，ベト ナムの人々には， ベト ナム戦争が歴史的にど
のように見えているのか。
ｃ，フィリピンの国名の由来は何か。（生徒の調査中心）
ｄ，フィリピンの人々には， 日本との歴史的関係はど
のように見えているのか。
ｅ， タイの人々には， タイの歴史がどのように見えて
いるのか。
（３）インドの人々
ａ，在日のイ ンドの人々 は，カースト制度をどのよう
に考えているのか。（生徒の調査中心）
ｂ，インドの人々にとって，カースト制度は歴史的に
どのように見えているのか。
ｃ， インドの人々とイギリスの人々では，インドの歴
史の見方にはどのような違いがあるのか。
（４）イスラム圏の人々
ａ，イスラム教とはどのような宗教か。（生徒の調査中心）
ｂ，パキスタンの人々には，自国の歴史がどのように
見えているのか。
ｃ，イランの人々にとって， 歴史を学ぶ ことはどのよ
うなことなのか。
－56 －
（５）ブラジルの人々
ａ，なぜ，ブラジルではポルトガル語が話されている
のか。（生徒の調査中心）
ｂ，ブラジルの人々には，自匡Iの歴史がどのように見
えているのか。
ｃ，ブラジルの人々には，厂世界の一体化」はどのよう
に見えているのか。
（ ６）アメリカ合衆国の人々
ａ，アメリカの人々にとってベト ナム戦争は，どのよ
うなものだったのか。（生徒の調査中心）
ｂ，アメリカではベトナム戦争を歴史的にどのように
描いているのか。
ｃ，アメリカでは日本との戦争を歴史的にどのように
描いているのか。
ｄ， アメリカでは 厂大航海時代」を歴史的にどのよう
に描いているのか。
Ⅵ章，大阪の位置
（１）大阪と東アジア
ａ，大阪は東アジアとどのように結んでいけばよいのか
（２）世界の中の大阪
ａ，大阪は第３世界とどのように結んでいけばよいのか
（2） カリキュラムの内容構成について
Ｉ章は，共有する 厂準拠枠」として 匚サル
学」4）の知見を背景に展開した。Ｈ章で差異化
の源泉を確認し，Ⅲ章では一体化の進行を具体
的な取引商品をあげて展開した。 IV章では，現
代社会を起点とする前提として，その多文化状
況の概観を示した。Ｖ章は，それぞれの多文化
状況を通じて，歴史に対する視点の違いが浮か
び上がるよう展開する部分であるが，この場合
は大阪を例に展開した。また，具体的に視点の
違いを示す教材として，各国の歴史教科書を利
用した。授業で扱う地域，国家，民族は，日本
列島からの同心円拡大を念頭に置いている。こ
れは，生徒の日常に近い異文化から理解が進む
ことを目指したものである。単に地理的な同心
円拡大ではなく，生徒が日常接する機会が多い
と思われる地域から理解を進めるという意味で
の同心円拡大である。Ⅵ章は，生徒の日常に依
拠したＶ章に対して，改めて世界の中にそれぞ
れ生徒が生活する地域を位置づけ，その中から
課題を示し，価値的に開いた形で年間の授業を
終える。
３　授業モデル「ブラジルの人々」の開発
（1） 小単元の位置づけとねらい
この小単元では，大阪でも増加してるブラジ
ルの人々を理解することを目指す。ブラジルは，
滞日しているブラジルの人々だけでなく，サッ
カーを通じても生徒にとって身近な異文化とな
りつつある。一方で，ブラジルに対する歴史的
理解は，ほとんど不足している状態である。ま
た，南米を取り上げることによって，匚大航海
時代」をヨーロッパからではない視点で提供で
きると考える。単元の構成として，まず，南米
諸国の中にあってブラジルだけがポルトガル語
を話していることに注目して，生徒は調査を展
開する。そこで出てくるであろう，ブラジルと
ポルトガルとの歴史的関係を中心に第１時を展
開する。第２時と第３時は，ブラジルの人々が
自国の歴史をどのように見ているのかをブラジ
ルの高校の歴史教科書を中心に展開する。第２
時は， ポルトガルの視点からしか見ていなかっ
た1988 年以前の歴史叙述が1988 年以降，少数
民族であるインディオも含めた多文化主義的歴
史叙述に変化していることに着目して，歴史的
視点の違いを浮かび上がらせる。ブラジル国内
の歴史的視点の差異であり， ポルトガル（ヨー
ロッパ）と南米の歴史的視点の差異にもつなが
る内容である。そして，その差異は，ブラジル
国内では世代間の歴史的視点の差異につながっ
ていることを理解する。第３時は，ポルトガル
の植民地としてアフリカからの黒人奴隷が砂糖
産業に従事した歴史に着目して，南米から見た
いわゆる 厂三角貿易」を 確認する。　ここで も
1988 年以 前 のポルト ガル中心 の歴史 叙述 と
1988年以降の多文化主義的な叙述の違いを取り
上げるが，アフリカ・ナイジェリアの歴史教科
書も利用して，黒人奴隷を送り出した側と利用
した側の歴史的視点の違いも付加する。このブ
ラジルの場合，現在の教科書では多民族国家と
して多文化主義的な歴史叙述がなされており，
多文化化している大阪の生徒にとって，その視
点は示唆的なものになると考える。
第２時の部分を授業モデルとして提示してお
く。
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（2） 小単元の展開 （第 ２ 時 ）（5 ） －ｂブラジルの人々には，自国の歴史がどのように見えているのか
発　　　　　　 問 教授・学習活動 資料 到達目標・期待する知識
導
入
・前回の授業でブラジルの人々が
「‾なぜポルトガル語を話している
のか」との問いから，ブラジルが
ポルトガルの植民地であったこと
を学びましたが，今日はそのブラ
ジルの人々が自国の歴史をどのよ
うに見ているのかを考えます。
・まず，現代 のブラジルの姿を確
認しましょう。資料①にまとめた
統計を見なさい。どんな印象を持
ちますか？
・次に資料①の民族名を見て，ヨー
ロッパ系とされているのは，具体
的にどこの国だと思われますか？
・これら複数 の民族が共存する国
なのですが，次に資料②の年表を
見なさい。 1988年の新憲法以前と
以後では，歴史に対する見方 も相
当違います。次に資料③を見なさ
い。これは1988 年以前と以後のブ
ラジルで使用されていた教科書の
目次 の比較です。 どこが違います
か？
・で は，実際に二つ の歴史の教科
書を使ってブラジルの人々にとっ
て歴史がどのように見えていたの
かを確認しましょう。資料④を見
なさい。 これは，新しい教科書の
冒頭に掲げられた文章ですが何を
言おうとしているのでしょうか？
・次に資料⑤を見なさい。 これは
古い方の教科書のブラジル発見の
場面ですが，発見者カブラルはど
のように描かれていますか？
・次に資料⑥を見なさい。これは
新しい教科書で同じく発見者カブ
ラルについて書かれた箇所ですが，
どのように描かれていますか？
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ 二発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ 二答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
①
②③
④
⑤
⑥
・人口，面積がともに世界５位であり，
日本より人口は多い。
その中に複数の民族が暮らす多民族国
家であることを読み取らせる。
展
・前時の授業内容でポルトガルがブラ
ジルを植民地としたことを確認してお
り，ヨーロッパ系とは，ポルトガル系
の白人であることを理解する。
・1988 年以 前の歴史はポルト ガル人
から見た歴史 となっているが, 1988
年以後の歴史では，先住民 も含めた多
文化主義的な視点となっていることに
気付かせる。
・ブレヒトの文章は，歴史を構成して
いるのは，偉人とされる人々だけでは
なく，名もなき大衆がその背景にいる
ことを示している。いわゆるアナール
学派の歴史観に近いものがあることに
気付かせる。
｜
・　厂名誉ということを きわめて重ん
じた人物であった」と年代記作者の文
章を引用していることに着目させ，ポ
ルトガル人の偉人伝としての要素がか
いま見られる点に気付かせる。
｜
・「地方長官の一族」との簡単な表現
であり，「国家と貴族と商業ブルジョワ
ジーのために航海した」との表記に着
目させ，そこでは近代以前の特定の階
級による航海であったことを印象づけ
る内容となっていることに気付かせる。
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・では，次に先住民族であるイン
ディオがどのように描かれている
のかを確認しましょう。資料⑦を
見なさい。視点 の違いは何でしょ
う？
・次にポルトガル王室のブラジル
移転の場面を見てみまし ょう。資
料⑧を見なさい。 どのような違い
がありますか？
・ポルトガルの王室が移転した歴
史的背景を新しい教科書を参考に
確認しましょう。資料⑨を見なさ
い。
・改めて，ブラジルの人々にとっ
て自国の歴史は， どのように見え
ているのでしょうか？
・1988 年を境に歴史に対する見方
が違うということは，年代による
違いと考えるとどうなりますか？
・このブラジルでは， ポルトガル
の植民地として砂糖産業 が盛んに
行 われる時期がありました。 そこ
で はアフリカからの黒人奴隷が使
役されました。次の授業 は，南米
とアフリカ，そしてヨーロッパの
関係をブラジルの黒人奴隷を通じ
て見てゆきます。
Ｔ 二発問する
Ｐ：答える
Ｔ 二発問する
Ｐ：答える
Ｔ：説明する
Ｔ ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ ：発問する
Ｐ 二答える
⑦
⑧
⑨
・農業奴隷にすることに失敗したと示
す古い教科書に対して，新しい教科書
は，そこでの優劣の視点は一方的な見
方に過ぎないことと記述していること
に気付かせる。
・古い教科書は， ポルトガル王室の
ブラジル移転は，冷静な判断の下に行
われたかのように描かれているが，新
しい教科書では，王子が変装してまで
逃げた点を表しており，逃亡先として
ブラジルがあったことを示している。
同じ歴史でも書き方によって差異があ
ることに気付かせる。
・王室のブラジル移転の背景には当時
の英仏の対立があり，その中で ポルト
ガルは，イギリスとの秘密条約に基づ
き，ブラジル移転を決断したことを理
解する。ナポレオンによる征服がブラ
ジルの歴史に大きな影響を与えたこと
に気付かせる。
終
結
・1988 年以前の歴史に対する見方と
1988 年以後 の見方には，大きな違い
があることを確認する。
｜
・若い人々は，多文化主義的歴史観を
持っているものの，年配の人々は， ポ
ルトガル中心の歴史観を持っている可
能性が高いことに気付かせる。
※到達目標部分 の,二 ‾ ‾‾‾|で 囲った内容 は，定着を期待 する主 たる知 識を 示す。
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資料②：ブ ラジル新教科書 掲載 の年 表　　 （新教科書　p.726-727)
資料③：ブ ラジル新旧教科書 の目次対 称表
資料④：ブ ラジル新教科書 の冒頭に掲載されたベルトルド・ブ レヒト の詩抜 粋 （新教科書p.8 ）
資料⑤：ブ ラジル旧教科書 のカブラルに関する記述　（旧教科書p.22-23)
資料⑥：ブ ラジル新教科書 のカブラルに関する記述　（新教科書p.28 ）
資料⑦：ブ ラジル新旧教科 書のインディオに関する記述 と写真　（新教 科書p.22　 旧教科書p.35)
資料⑧：ブ ラジル新旧教科 書のポルトガル王室移転 の場面 に関 する記 述 （新教科書p.168　 旧教科 書P-157)
資料⑨：ブ ラジル新教科書 のポルトガル王室移転 の際 のヨーロ ッパ情 勢に関する記述 （新教科 書p.l66-p.l68)
授業資料出典
ブ ラジル新 教科書　　 シッコ・ アレンカ ール　ル シア・ カルピ　マル クス・ヴェニ シオ・リベイロ　訳 者　東　明彦。
アンジェロ・イ シ，鈴木　茂
「 ブラ ジルの歴史」 －ブ ラジルの高 校歴史教 科書 －（世界 の教科書 シリーズ）明石書 店　2003 年
ブ ラジル旧教科書　　 Ａ ・ソウト・マイ オール　訳者　富 野幹雄　「 ブラ ジル」（世界 の教科書 一歴史） ほるぶ出版1984 年
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資料①
(人口)
１ 中華人民共和国1,273,111,300
2 インド1,029,991,100
3 アメリカ合衆国278,058,880
4 インドネシア228,437,870
5 ブラジル174,468,580
6 ロシア145,470,200
7 パキスタン144,616,640
8 バングラデシュ131,269,860
9 日本126,771,660
(民族)
ヨーロッパ系54%
ヨーロッパ系と黒人・先住民の混血39%
黒人と先住民の混血6%
アジア系1%
先住民0.2%
(言語)
ポルトガル語(公用語)，スペイン語，英語，フランス語
（面積）平方km
１ロシア17,075,200
2 カナダ9,970,610
3 アメリカ合衆国9,629,047
4 中華人民共和国9,571,300
5 ブラジル8,547,404
6 オーストラリア7,682,300
7 インド3,165,596
8 アルゼンチン2,780,400
61 日本377,837
資料②　ブラジルの年表（抜粋）
1807
工814
1818
1821
1822
1823
1889
ポルトガル王室がブラジルへ脱出
ナポレオン敗退， ウィーン会議開会
ジョアン６世即位
ジョアン６世がポルトガルへ帰国，ブラジルには
皇太子ペドロを摂政として残す
皇太子ペドロが「ブラジル残留宣言」 ブラジル，
ポルトガルからの独立を宣言
アメリカ合衆国　モンロー宣言
共和革命
1915
1945
1964
1970
1984
1985
1988
1994
2002
サンパウロで大規模な反戦集会
ドゥトラ将軍，大統領に
ブランコ将軍の軍事クーデター
高度経済成長期へ
大統領直接選挙を求める大衆運動拡大
民主党大統領サルネイ就任
新憲法発布
フェルナンド・エンリケ・カルドーゾ大統領に
労働者党のルーラ，大統領に
資料③　　　　　　　　 旧教科書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 新教科書
１、地理上の発見時代以前のポルトガル
２、ブラジルの発見
３、ブラジル材の時代
４、植民の開始１
５、植民の開始２中央集権化
６、砂糖時代
７、スペイン統治下のブラジル
８、キリスト教の普及
９、ポルトガルの対外政策と諸外国の新たなブラジルへ
の攻撃
10、土着の意識
11、植民地時代の文化
12、政治的解放の２つの試み
13、ブ｀ラジルにおけるポルトガル王室
14、独立
15、摂政時代
16、第二次治世
17、奴隷制廃止
18、19 世紀のブラジル文化
19、共和制
20、共和制2
21、現代共和制
Ｉ　植民地期
１、ピンドラーマ 原ー始共同体と先植民地期-
２、黒人の地獄一砂糖生産と16～17 世紀の植民-
３、トルデシーリャス条約の分割線を越えて
４、金への渇望は止まない
５、何を考え、何を語るのか-18世紀末の反逆事件-
６、宮廷が移転した一独立への歩み-
Ｈ　帝政期(1822 ～1889)
1 、ペドロ４世の座を待つより、ペドロ１世になる方が
得だろうか
２、中央集権と地方分権の相剋
３、ブラジルとはコーヒーのことである
４、落下一君主政の衰退と共和国宣言-
Ⅲ　共和制期(1889 ～1985)
1、大農園主たちの共和国-1889～1920年-
２、これはわれわれが夢見た共和国ではない-1930年革
命-
３、「新国家」－ヴァルガスの独裁体制1937～1945年-
４、厂国民は私と共に登るであろう-1940～1964年-
５、権威主義体制-1964～1985年の共和制-
６、夢を探して ブーラジル政治の現在と未来-
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資料④
７つの大門のあるテーベは誰が建てた？
史書には国王たちの名が書いてある
でもその王たちは自分で巨大な石塊を引っ張って
きたのか？
それに何回も破壊されたバビロン
あーんなに数えきれないほどその町を建設したのは誰だ？
リマの王宮には　それを建てた人たちが
住んだことがあったろうか？
万里の長城が完成した夜　それを建造した
現場労働者はどこへ消えてしまったのだ？
偉大なるローマはたくさんの凱旋門を持っている
それは誰が建てたのだ？
ローマの皇帝たちは誰に勝利を収めたのだ？
(中略)
ひとつの勝利にはありとあらゆる側面がある
戦勝の宴の料理は誰が作ったのか？
10年ごとに偉大な人物が登場する
その経費は誰が払ったのだ？
たくさんの報告かおり　それだけたくさんの疑問がある
ベルフルト・ブレヒト(1898～1956)
資料⑤　カブラルに関する旧教科書の記述
ポルトガル大は，当然，トルデシリャス条約の決定によっ
てポルトガルに帰属した大洋をよく知りたいと望んでいた。
したがってカブラルがポルトガル領と決定されている海域を
探検し，かつインドに渡って，香料の豊かなインドで新たな
商業関係ならびにカリカットにおけるポルトガルの支配権を
確立するという二重の使命を帯びていたことは，十分に考え
られる。
マヌエル（当時のポルトガル王）はかつてないほどの大き
な艦隊を組織した。 32才の司令官カブラルは海上生活の経
験はあまりなかったが，何人かの有能な水先案内人を擁して
いた。おそらく彼は，軍人としての徳目を兼ね備えた外交官
であったと思われる。もちろん彼は貴族出身であったが，そ
の有名な航海を行ったときはまだ独身であった。インドから
帰匡Iすると，アフォンソ・デ・アルブケルケの姪イサベル・
デ・カストロと結婚している。彼の父はフェルノン・カブラ
ル，母はイサベル・ゴウヴェイアで，年代記作者ジョアン・
デ・バーロスによれば，カブラルは，匚名誉ということをき
わめて重んじた人物」であった。カブラルの艦隊は, 1500
年３月９日，工3旻の船に兵士，乗組員を含め1500 人の人員
を乗せてリスボンを出港した。
資料⑥　カブラルに関する新教科書の記述
ペルモンテ城主でアズララの地方長官の一族に生まれたペドロ・アルヴァレス・カブラルが指揮した13 隻からなる艦隊
はリスボンを出港した。カブラルに与えられれた使命は，マラバール海岸（インド南西部，アラビア海に面した海岸）での
ポルトガルによる貿易と海洋の支配を確立することであった。そうすれば，アラブ大やイタリア大，ユダヤ人の中間商人を
排除することができたからである。東洋の高価な香辛料の交易中心地カリカットを支配下に置くこと，これこそ，国家と貴
族と商業ブルジョワジーのために航海した,｡1200 名のポルトガル人の主要な任務であった。
資料⑦　インディオに関する新旧教科書の記述
旧教科書の記述 新教科書の記述
ポルトガル人植民者がインディオに対して，木を切り，
ブラジル材を船まで運び，狩りをし，漁をし，さらには
敵のインディオと戦うように要求している間は，インディ
オ奴隷制は維持されていた。未開の生活様式に本質的な
変化はもたらされなかったからである。その後， 白人は
彼らを農業奴隷に転化させようとした。彼らは部落から
引き離されて砂糖農園やサトウキビの栽培に従事したが，
農業奴隷としてはほとんど役に立たないことが分かった。
（中略）
ブラジルのインディオはみな原始文化 の基本的な特徴
を備えているが，同質的な一つの文化を形成しているわ
けではない。習慣，信仰，知識，美術は部族によって大
きく違っている。皮膚の色ももっと黒い種族，あまり黒
くない種族，背の高い種族， 低い種族，進んだ種族，遅
れている種族とさまざまであった。
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では，ブラジルの先住民についてはどうであろうか。
ヨーロッパ人が到来するまで，ブラジルに住んでいた人々
の生活については，ほとんど何も知られていない。これ
は実に残念なことである。なぜなら，植民者たちは，常
に自分たちが先住民よりも優れていると考えていたが，
あらゆることが，その植民者によって創り出された観念
で分析されるようになってしまったからである。例えば
厂インディオ」という用語自体， スペイン人が作りだし
たものであり，インディアス（アジア）に到達したとい
う誤解の産物であった。この地に住んでいた先住民諸集
団 にとって，ブラジルは存在していなかった。ある一人
のインディオにとって国とは，自らの土地，自分が一緒
に暮らしている部族の領域のことであった。
、．回滔滔蕪滉図逮石二丿
朧 百 楞,、　 巡よ 俯 ｺ斜ﾞ白 鼠
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資料⑧　ポルトガル王室移転の新旧教科書記述
旧教科書 新教科書
ブラガンサ王室の乗船は，どし やぶりの雨の中で行わ
れた。貴族，高級官僚，上級将校らもまたドン・ジョア
ンに随行した。マリア１世の乗船は大騒ぎで行われた。
彼女は精神障害のため絶望の叫び声をあげ，政府がブラ
ジルへ退却することに反対してわめいたのであった。輸
送可能な財産を持って撤退する人々の乗船が進むにつれ，
悪口，憤慨の声， 嘆息，嘲笑がわき上がった。１万人近
い人々がたった14 隻 の船に乗り込 んだ。 ポルトガルの
艦隊はイギリスの分遣艦隊の護衛を受 けることになって
いた。（中略）
ドン・ジョアンは, 1808 年１月23 日，華やかにそし
て荘重にサルヴァドルヘ上陸し，歓声とテ・デウム（感
謝頌）によって迎えられた。
（1807 年）ｎ 月はじめ，宮廷はパニックに陥ってい
た。 ジュノー指揮下のフランス軍がすでにポルトガル北
部に進行していた。風雲急を告げ，略奪に等しいことが
起こった。 貴族たちが8000 万 クルザード以上 の黄金や
ダイヤモンド，それに王国内の通貨の実に半分を携えて，
港に停泊中の艦船に逃げ込んだのである。ついで，統治
者たちが逃亡した。摂政王子は別れを告げる暇もなく，
変装して埠頭に向かった。（中略）恐怖が席巻していた。
力ずくで乗船しようした人々， テージョ川に落ちて溺れ
死んだ貴婦人，逃げ出す人々に嘲笑を浴びせた民衆，す
べては恐怖のなせる業であった。抵抗を試みたのは，摂
政王子の母であり，精神に異常をきたしていたマリア１
世だけであったとされる。 16年 に及ぶ幽閉後はじめて外
出したマリア１世は，疾走する馬車からこう叫んだ。
匚こんなに馬を走らせるものではありません。逃亡でも
しているかのように思われるではありませんか」と。
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資料⑨　ブラジル王室移転に関するヨーロッパ情勢
産業革命に始まる生産と貿易の急激な成長は，独占政策の下での閉鎖的な市場とは相容れなくなっていた。 19世
紀初頭のフランス。（中略） イギリス同様，フランスの資本家も，ヨーロッパや世界で市場が拡大するのを求 めて
いた。紛争の下地が出来上がった。それは，当時の二大強国の，同一の利害を持つ，つまり世界市場 の支配を目指
す階級の対決であった。誕生しつつあった資本主義が戦争をもたらした。（中略）ナポレオンは「大陸封鎖令」を
布告した。これによって，すべてのヨーロッパ諸国が大英帝国との貿易を禁じられ，フランスの庇護を受け入 れざ
るを得なかった。（中略） ポルトガルはいくっかの通商条約を通して，構造的にイギリスに従属していた。摂政王
子ジョアンは，英仏間の紛争で中立を維持しようと努めたが，結局, 1807 年10 月，ポルトガル政府の代表がロン
ドンで 匚秘密条約」に署名した。そこでは以下のような取り決めがなされた。
・ポルトガル王国の首都をブラジルへ移す一方，イギリスがブラガンサ家への支援の継続を約束する。
・ポルトガル艦隊はイギリスへ引き渡される。
・マデイラ島はイギリスが占領し，フランス軍に対する戦略上の拠点とする。
・イギリスに対し，自由港を一つ（できればサンタカタリーナ島に）獲得する権利を与える。
・ポルトガル国家のブラジル移転後，直ちに新たな通商条約を締結する。
４　終わりに
本研究は，匚世界史Ａ」を想定したものであ
るが，筆者が勤務する 匚総合学科」の学校では，
厂学校設定科目」として発展的に実践が可能で
ある。「国際理解教育」 との連携や 匚外国語科
目（英語，ハングル，中国語など）」との連携
を視野に入れた展開であるＯ科目としての枠組
みにとらわれることなく，多文化時代に必要な
歴史的な視点の違いに生徒自らが気付くことが
重要と考える。
多文化主義に対する批判としてアーサー・シュ
レーシンガー5）などの見方も存在するが，身近
な地域で生じている多文化化に対し歴史教育，
世界史教育が果たすべき役割は増大している。
それぞれの価値の差異を生徒の「日常」に依
拠した形で明らかにすることが，現実の多文化
社会には必要と思われる。
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［注］
１） ここに示した数字は，大阪市外国人協議会の2000
年度アンケートによるものである。
２） いわゆる「自由主義史観」に始まり，アントニオ・
ネグリの『帝国』にいたる国家論。
３） この場合の地域とは，濱下武志の定義する地域を
指す。
「‾国家との上位下位の関係においてではなく，むし
ろ「地域」に重なり合いながら「国家」が位置し，
グロ ーバルな問題 も議論され，さらに「地方」 もそ
こに含められるような「地域」である」
（濱下武志編『地域史とは何か』山川出版1997 年
pp.19-20)
4 ） 今西錦司に始まる霊長類学を基盤とするサル類全
般を対象とする学問。
５） シュレーシンガーはアメリカで展開した多文化主
義を次のように批判している。
厂民族性崇拝は，わが共和国を諸個人からなる政治
組織体としてで はなく，別個で不可侵な諸文化の寄
せ集めとして規定することになるのだ」
（アーサー・シュレーシンガー著都留重人監訳 『ア
メリカの分裂』岩波書店1995 年pp.  148-149)
